○観瑞によって記された由緒
若原観瑞によって
　まず序文は相当長いので、美文的な前文は略して要点を掲げる。

書き残された文書
　「前文略……享保七壬寅祝融之災にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かか),罹)り、過去帳・系譜・古記録EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ことごとく),悉皆)焼けた。祖父に幼いころ伝え聞くところ少なかった。私が十歳の時父は亡くなった。したがって伝え聞くところ又甚だ少ないが、僅かに父の草稿するところの系譜一小冊子が残されているばかりであった。故に七世の祖善誉以前更に伝えるところがない。ただ、父の草稿記に、中興真宗開基無量院釈教正文禄三甲午の歳三月四日寂とのみ記してあるだけで、その出処進退や改宗の縁故EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),由)るところがない。また、勝福寺は元天台でその開基釈正永は、断篇やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゃくとく),尺牘)により僅かに知るを得るばかりで、その年代等を探知することができない。
南条氏滅亡後の移
　伝え聞くところでは、わが勝福寺は中古南条氏滅亡後、寺を南谷村に移した。今同村に字寺屋敷という畑が
転場所
あって、ここに古碑や経文を刻みこんだ石塊がでる。これこそその遺跡である。その後、長瀬村が戸口が多いので、よって又長瀬村に転じ今に至っているという。


　また、私が聞いているところでは、伯耆国の真宗門は但馬国香行寺の僧所であると。長瀬村観音堂の内に納めてある種々の古仏像は、彼の天台宗時代のものであろう。私は、近く父の草稿と書き残されている古い断編尺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とく),牘)及び聞き伝えにより系譜を作り、これを子孫に伝えることとした。これで漸く数十年の念願を全うし得て、いささか国体の精華に資することができようか（原文―漢文）」

　大正２年５月　「観瑞記して序となす」と、あらましこのような意味の漢文体の序が掲げられている。
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勝福寺系譜
　系譜　　次に、上序文に述べられているとおり、火災後永らく未整理のままだった焼け残りの断編尺牘と聞き伝えをまとめ、観瑞師が作ったという系図を列記してみよう。
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１１代以降の系図
これが第１４世観瑞が自分の代までまとめた系図と、その後補足された現住第１８世までの系図である。
（火　事）








